
文化財建造物における漆の100％国産化について 

長期需要予測調査 

『建造物漆塗』の「選定保存技術」選定 
（日光社寺文化財保存会） 

「国産漆を使いこなすための研修」の実施 
《技 術 の 継 承 と 次 世 代 人 材 の 育 成》 

 

Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 Ｈ３０年度 Ｈ２６年度 

国産漆 
流通量 
の増大 

Ｈ３１年度 

下  地  の 
使用助成 
予算要求 

(H30年度) 

上
塗
り
・
中
塗
り 

下
地 建造物の種別・規模・修理周期 

か ら 長 期 需 要 を 予 測 

・建造物彩色 
 日光社寺文化財保存 
・建造物装飾 
 社寺建造物美術協議会 
・日本産漆生産・精製 
 日本文化財漆協会及び日本 
 うるし搔き技術保存会 
・漆掻き用具製作 中畑文利 

国産資材の 
供給体制整備 

Ｈ18年度～「ふるさと文化財の森システム推進事業」（設定地数58ヶ所：うち漆の設定地５ヶ所） 

100％国産化 
（上塗り・中塗り） 

下地含め 

100％ 
国産化 

 第二期開始 日光二社一寺＜平成の大修理第一期終了＞ Ｈ1９年度～100％国産化 

漆   の 
100％ 
国産化 

国産化 
を通知 

 

文化財部長 

長期需要 
予測調査 
予  算  化 
（Ｈ27年度： 
1０百万円） 

資材の特性 
を理解した 
人 材 育 成 

研修事業の 
予 算 要 求 
(H2８年度) 

原 則 と し て 原則として 



増産可能量0.5トン 

< 中塗・上塗を国産にした場合の国産漆生産量> 

※H24林野庁特養林産基礎資料 

国産漆生産量 
約1.4トン 

(3%) 

外国産漆輸入量 
約52トン 

 (97%) 

国内の漆消費 
約53.4トン 

建造物 
保存修理用 

約0.7ト 
（50%) 

その他へ使用 
約0.7トン 
（50%) 

※H24社寺建造物美術協議会調べ 

国産@84,000円/ｋｇ 

外国産@12,000円/ｋｇ 

現  状 

下
地
付
け 

中
塗 

上
塗 

日
本
産 

３
：外
国
産
漆 

７ 

約0.3トンup 国産漆量 
約0.7ｔ/2.0ｔ 

上塗り・中塗り 
100%国産化 

国産漆量 
約1.0t/2.0t 

保存修理における混合漆の 
年間平均使用量 

約2.0トン 

日
本
産 

３
：外
国
産
漆 

７ 

※現在の浄法寺生産量 
         は約１．０トン 

100% 日本産 
約0.7トン 

約0.7トン 

国産漆生産量 
約1.4トン 

約1.0トン 

約0.3トン 

約0.1トン 


